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ＪＡ中標津

乳質改善
セミナー

Ｌ
胆

｣ 

乳頭清拭について説明する菊地等技

九
月
五
日
、
六
日
の
両
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
の
〃
Ｊ
Ａ
中
標
津
乳

質
改
善
セ
ミ
ナ
ー
〃
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
同
様
、
講
師
に
は
ウ
イ
リ
ァ

ム
マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所
・
伊
藤
紘
一
氏
、
根
釧
農
業
試
験
場
専
門
技
術
員
・

菊
池
実
氏
を
招
き
、
｜
日
目
は
現
地
【
南
中
沖
久
保
牧
場
、
当
幌
沖
長
正
路
牧

場
］
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
二
日
目
は
寿
宴
に
お
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

Ｆ
掴
９
月
５
曰
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
胴
Ｉ

牛の行勁について熱弁する伊藤氏

艦繊綿lii蔭乳怖Ｍ１流鰡iiiiiド瞬乳
的あ者う初か''1i分採牛行たば、カキ説Ⅱ市トiiiヨ牛
なりのでに？ＩｌＩ１け食成動だな￥し｜ン。け行の易ンの

鎌慈`輸織i灘＃
1ｉえ雛動のたは反１１考.項除れｌ乳なを乳にリ１１M1
11ゲてし作行ｉｉ１弓劉のえにの特・ＭＥら飼ノ|二よ’を
IH］&いは励回そと行るつた性パ,没を鍵のるス観
、ら画？を行れ大動いめとイにいす各カト察
一う｜ＭＩＬ行わらまをてに磯プおポるスウＩし
Ujl場ななうれのか巻解行能ういイＩｌＩテコル、
当ｌｈｉどどとて行にえ説わのイてンで１ンギス
た６，筋きい勅三たしを説ンは１，、ジブ余タ

‘へ

乳
頭
清
拭
に
つ
い
て
考
え
る
！

搾
乳
前
、
必
ず
乳
頭
糀
拭
を
行
い
ま
す
。

人
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
小
の
汚
れ
几
八
ｍ
に

よ
っ
て
淌
拭
ス
タ
イ
ル
は
様
々
に
変
わ
り

ま
す
。
し
か
し
次
川
の
搾
乳
か
ら
こ
れ
だ

け
は
共
迦
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
「
乳
頭
は
淌

潔
な
タ
オ
ル
・
ペ
ー
ハ
ー
で
．
本
づ
つ
三

ｕ
ね
じ
る
よ
う
に
し
て
、
た
て
に
拭
き
、

雌
後
に
そ
の
タ
オ
ル
の
き
れ
い
な
部
分
で

乳
頭
Ⅱ
先
端
部
分
の
汚
れ
を
丁
寧
に
落
と

し
ま
し
ょ
う
」

乳
頭
が
全
体
的
に
汚
れ
る
場
合
は
、
敏

き
科
の
符
理
か
ら
も
う
一
度
兄
ば
す
蝋
が

大
切
で
す
。

た
だ
立
っ
た
ま
ま
の
牛
や
．
漉
た
ま
主

灰
劉
の
し
な
い
↑
は
い
ま
せ
ん
か
？
何
か

が
陣
痙
ｕ
と
な
っ
て
そ
れ
ら
の
而
励
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

が
朝
ま
し
い

共
迦
の
動
作
亜
渡
起
き
の
励
作
Ⅱ
、
川
に

行
え
る
こ
と
が
人
切
で
す

邸ＪＤＨ

処鯉
的的
なな
反休
翻忠

）し卜起－１．｜，リ

llii鰯Wiiii7
らり｜'iＡｌｌ．’
い迄は｜：二二

鰐+１$'ﾙＩ

清
拭
は
汚
れ
を
逆
に
付
け
る
場
合
が
あ
る

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
！

乳
房
全
体
を
拭
い
た
タ
オ
ル
で
、
乳
頭

州
山
、
几
椰
、
心
と
乞
収
力
？
③
的

１
－
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平成１４年度中標津町農業協同組合乳質改善セ
乳厨炎逼どうするつもりか？あなたの牛乳は．ばたして憎瞳食品か？

翻
蹴
、
川
侮
祷

《

乳
一
腸
炎
を
ど
う
す
る
つ
も
ｈ
ソ
か
？

■
９
月
Ｓ
曰
乳
質
改
善
セ
ミ
ナ
ー
編

‐」

■ 

ご
●
■
■

尾

“ 

■痙可上

■ 

鋤

鰭

煕娩．踞窪田吋 鐺－，
Ａx:篝Ｉ

一

愉ｍＩｌｉ;｡i，
ロケ

P律喧里

隠一

体のサⅡくる荷まテ

眺騨灘
分あ￣・イI皀万るる体をなはれ段が÷

鮭脚景囎::灘
いちグザＬ、のｲﾋ場もし躍れ；
不らし腱ｌＩｉ靴,緬澱芒か亥に｜
定,|域ゾ午睡,I≦産じくは'1'たＺ
なが’１１ド乳のをしを１１'ｉ術・を

Ⅱ 

魁、■

； 卍

、
、

鰯;醗瞬蝋織鑪丙蟹競Ｉ
？ンづ一環『|ネゴむタでん防水なりいく炎制るそたでの６，

－スい･境を'瓶ﾂﾞﾆ除的…｡だが圧かの釣勘康》
簾駐鮴麟蝿鰡辮灘總蝋

蝉溌醗鞭：合しの乳養に人つへ根忘がはえな決冷！
さてメ耶環Ｉｈｌがて家気活、なてらに旅

状
態

卜
〃
以
ｒ
“
孔
臓
が
安
定
ざ

れ
乳
腸
炎
が
艇
い
の
な
し

〆三ｂ

にたｌｌ:を｜のし数うぜ使乳説ウ
あり路ｌＹン時ｊ'|こた多一ひぃ了｜ﾘ１コ/i、
I）ご牧しミ１V｝後。〈度｜ヨカｌｌＫｉ、ンｌｎ１
が協場て１に仁ｌＨＩ兄分なのＵｌｌｉフの
と力嫌いテ近なけⅡ'１：のど１１ドデァオセ
うい、たイなり、し施、砿・Ｉミ
ごたまだンりま人て，没説認デァトナ
ざだたいグ大す変み.Ⅱ)｜、成を｜
いいセたの変が良よ搾を搾時１１トを
またミ久会お、いう乳し孔のる鵜
し皆ナＩｊｋ場ｌｔ－Ｌもと〃て機飼たえ
た様｜牧とし番の内法い器獲め、
。方｜)１１場ない１V［こうなたの櫛の乳
、｛１Ｍ様る’'１のな息どだl1i卵施’卜
本に、腿、収Ｉ）兄をきし、【没の
Ｊ１当１２識（鰹まがも、い搾の力

れ
商
川
牒
絲
札
の
化
雌
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

全
て
の
作
業
が
生
乳
生
産
に
つ
な
が
る

よ
う
な
、
合
理
的
な
考
え
を
も
っ
た
作
業

を
す
る
こ
と
。

蕊， Ⅱ 一

国
犀ｒ
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乳
牛
の
レ
ベ
ル
の
高
各
を
ア
ピ
ー
ル
／
・

今
年
も
高
い
入
賞
率
で
、

とが１町乳開雄公に
りあ橋牛道llM共場わ九
おた邦に外一進にた）Ｉ
こ’）｜卿よかが全おり六
な、氏｜）ら閲へい、１１

:轍|i蝿
た1リルわ合し肉二勝'１

瞥鵜掌111'1雛’・派逃で
のゴ六八，Mijii家の

；蝋、灘iii
「｡、 Ⅶ

農
協
か
ら
は
ヒ
パ
ト
ニ
噸
の
川
場
と
．
な

り
、
そ
の
う
ち
Ｚ
等
倣
以
上
へ
の
入
枇
率
は

上
几
計
と
商
い
成
縦
を
お
さ
め
ま
し
た
。

皿
幽
邸
璽
蕊
謝
鶚
麟
還
一
国

第13回北海道総合共進会(乳用牛の部)中標津町農協出品成績

出品者入賞結果部生年月日 名 号

荷＝ 久iｶミ剛２樺IIliij２１１１３．０９．０９エクセルシアリーダーシャノン

l7I2々木l1lI1l{！３１１１１３－０７」６アースイーストデュールレデューク

WI1材穂Ｉ解.１１冊ｌｌｌｌ３－ＯＬ()Ｉハビイイーストホワイトローズローザ

lｲﾐ々水'1/{雄Ｉ鞭６Ｗ；51113.02.02アースイーストスターパックレデューク 第
佃
回

北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会

llIIIl将２禅７ｌＨｉ５１１１２．１２－０９センターリパーパークレインシーマーカー

ＢＨＩ２.()【)１４ハソピーランドソーニマデルモアクリスタンilii鴫（,ｉｉＷ ２軒８ＭＦ

２弾ｇ席７Ｉｌｌ２()３－１１１アースイーストミソノジエニフアー Ⅱ;々イ<IlH雄

２嫌ｌＩｉ１ｊ８１１１２.()Ｌ()９１アースイーストシヨーマーミレニアム Ｍｉ々イ<|]({雄

冊ＩＭＩメドRn ２擁５１冊９１１１１()８１)１１ハッピーウードラスエースリーダー

９１１１Ｌ()6-281アースイーストマテイエアロフラワーＥＴＨ１々木宏之

ﾘ１Ｍ【原１１；l(）ＩＩｌＬＯＬＯ９１サニーデールエアロスタージエー

Iﾉl:々イこ'11仏iｆｚ堺５１Hｉ1２１１９．０１．０４１アースイーストアスターネツドゴールド

シニアチャンピオンコムリースカイチーフユマーナ号

１１１１}&稀，'11F広TII㈲ト勝ライブストックマネージメント

インターミディエイトチャンピオンハーバービューローヤルリンディ号

ｌＩｗ１什枝蟇嬬Hl「、ljiliiiイミ蘭氏

ジュニアチヤンピオンカラミテイーウオーインオアー号

}ｌＷｉ打人樹１１１J、命【ｉｉＩｉｉｌ１ｉ父氏

Ｆ可

Ｌ」

４ 

部 生年月日 名号 出品者 入賞結果

ワ］ 1113.01).0９ エクセルシアｌノーダーシャノン 久'１１ミ剛 ２鞭ＩＩｌｉ１ｉ

３ 1113.()7.16 アーースイーーストデー皇一ルレデューク |｛々木'1/{１１｛

學１ 1113.()し〔)］ ハピイイーストホワイトローズローザ W村稔 I鞭.１１ﾊテ

５ 1113.02.()２ アーースイーストスターパックレデニ昌一ク {ﾐ々ｲ〈'1/{１１１ I聯６席

５ 1112.12.09 センターー:ﾉパーパークレインシーマーカー‐ !｢ｌＩｌｊｌ５ ２襟７Ｗ；

６ [112.09.14 ハッピーランドソーーニマテ モアクリスタン ｉｉ鴫（`す卿 ２弊８１１１１Ｉ
￣ 

【 【１１２.()3．３１ アースイーストミソノジエ ~フアーー iＩ々ｲ<IlH』(［ ２蝉９席

８ 1112.()Ｌ()９ アーースイ・‐ストシヨーマーミレニアム ｌｉ々ｲ<|](｛ ２嫌lliF

９ 1１１１．０８．０１ ハツビーウードラスエースリーダー 冊lW:〉メiMH ２擁５１Hｉ

９ １１１］､06.28 アースイーストマテイエアロフラワーーＥＴ |ﾉlH々木宏之

1(） ＩＩ１Ｌ()1.09 サニーデールエアロスタージエー ｉｌｔｌ[【原111

１１９.()1.04 アースイーストアスターネツドゴーールド (ﾉl:々ｨ＜'1弧iｆ ２深５１Hｆ



『空脂期間について｣第佃
秋も深まり紅葉の季節がもうそこまで来ています6今‘'二は悪天候に

悩まされましたが､それぞれの秋を楽しめれば良いなと思っておりまうZ

_し的けつが？’卜’１１「す度ど仁そｊ逃しイ航ＩＩｌ１ｉ定ぎすま期繁い廼
、よにでたた数がのがでこ気二伝たクのにしる。\しず｜|リハ''〔てなさ
繁うど゛いく頭、）,１，，のにで的乳ルサ秒たとし’卜・に符きどて
殖かの塔なさをｉｉリ逃な初牧なニな１，ｔがイリ乳減かはつ理まの、
力；よ胎いんら頭しかｌｍｌ賜るの政のうクｉｊＩｔ少しおいをし様こ
し？う１９１二いまかな仁授でのサ良’１Ｉまルとをし、産て孫た々江
ンにｌ１ｌ１とるだいどはＩｌｉＩｉ６がイも藤〈だい（iii；て孔を『I|：るがなま
ダ

キ締：：派i１１$繩MjiL艀14“ザｖ鰹￥総綜

;:騨瀧}甑Ｉ滋露雛■
をい火ｌｉｉｌ符Ｉ１１ｉ

きかはＪ１Ｍ充
用
し

ていとい成い鰐
牛のムしう変なよい 思窄紙て熱

い胎、］lド１１}１

戸口

を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
１

二
、
産
後
日
数
が
六
十
日
過
ぎ
て
も
兆
候

を
見
せ
な
い
牛
は
要
注
意
！
何
ら
か
の

繁
殖
障
害
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
我

々
授
精
師
や
獣
医
さ
ん
に
診
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
１
．

二
、
リ
ピ
ー
ト
ブ
リ
ー
ダ
ー
様
だ
と
感
じ

た
ら
、
す
み
や
か
に
獣
医
さ
ん
か
我
々

に
相
談
。
繁
殖
に
待
ち
の
姿
勢
は
厳
禁

で
す
。

四
、
受
胎
確
認
は
し
っ
か
り
と
！
と
ま
っ

て
い
る
は
ず
…
？
の
考
え
は
い
け
ま
せ

ん
！

こ
の
よ
う
に
、
将
に
雌
し
い
こ
と
を
す

る
わ
け
で
も
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
窄
胎
期
間
は
術
脳
，
に
減
ら
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。
窄
胎
期
間
を
減
ら
す
こ
と

は
、
疵
按
的
に
経
済
利
統
に
つ
な
が
り
ま

す
。
災
際
、
分
娩
間
脳
遅
延
（
や
道
ｆ
均
約

川
而
Ｉ
Ⅱ
）
に
よ
る
枇
失
は
二
頭
が
．
Ⅱ

伸
び
る
僻
で
雌
‐
間
約
一
千
．
｜
ｎ
Ｎ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
仮
に
牛
俳
頭
数
が
し

十
頭
の
酪
鰹
家
で
は
ど
う
な
る
か
と
い
う

シ
一
・
・
・
７
，

一
千
一
一
百
（
円
）
×
七
十
（
頭
）
Ⅱ
八
万
四
千

円
の
損
失
二
日
あ
た
り
）

こ
れ
が
発
峠
限
と
一
Ｍ
兄
逃
す
と
し
た
ら
、

そ
の
ぶ
ん
分
娩
が
遅
れ
て
約
と
卜
Ⅱ
間
は

搾
乳
附
始
も
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
Ｅ口

の
で
、
化
記
の
酪
農
家
に
＃
て
は
め
る
と

・
・
・
９
．

’
千
一
一
百
（
円
）
×
一
一
十
（
日
）
Ⅱ
一
一
万
四
千

円
の
損
失
二
発
情
周
期
あ
た
り
）

＊
仮
に
卜
頭
発
情
を
兄
逃
し
た
場
合
…

一
一
万
四
千
（
円
）
×
十
（
頭
）
Ⅱ
二
十
四
万
円

の
損
失
二
発
情
周
期
あ
た
り
）

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
窄
胎
期
間
切
腕

縮
が
、
総
憐
改
陣
の
人
き
な
排
趣
だ
と
．
両

う
猟
が
お
解
り
い
た
だ
け
た
と
忠
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
は
守
り
で
は

な
く
、
攻
め
の
姿
勢
で
空
胎
期
間
短
縮
に

Ｌ
ｖ
５
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

〔
家
帝
改
良
緋
よ
り
〕

５ 



鰄鰄熱織
Mijj1iii粘鱗階の幾階。ろ’
の〉の,viク'羽攪繊蝋!'ｉｆ
栄デ符瞭が乳一チにのＬ横がは
鍵イ理ｌﾘ１ナｉｔ－エつ'11］を定数、
総シミｌＭＥｌ１ｌｌツい題チ成多牛
'７．ヨスか線クてノハ（エ紋〈群
のンＬ紹をシ表記の

を
矢の介兇クのiliji飼描
敗不しっし可さ鍵< 通。まけ、検れゲザ

乳検データを見る３つのコツ

北根室地区農業改良普及センター

図１泌乳曲線のチェック～ピークは？持続性は１
０，ピークが、不明瞭。持続性の悪い戒例

①二\し↓
乳、．IItJl慥・・
脂乳悴分がぴ行乾
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振
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Ⅱ
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だ
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異業種とのネットワークを広げ
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９月24日(火)午前10時30分より寿宴

１１ 
におきまして、中標窪町農協担い手

創出協議会研修開講式（ＪＡ中標津 〆司
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暮
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し
の 農作業事故ゼロを目指そう

反射板を付けて
危険回避知

Ｆ面

田

’し 北根室地区農業改良普及センター

｜
、
追
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没
が
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く
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り
ま
し
た
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夕
方
か
ら

夜
川
に
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化
し
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す
い
追
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ク
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機
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農
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と
、
道
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明
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不
卜
分
な
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上
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と
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
巾
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の
人
き
ざ
が
分
か
り
仁
く
か
つ
た
り
、
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刀
か
ら
の
発
兄
が
遅
れ
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追
突
蛎
放
に
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り
か
ね
ま
せ
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防
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に
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な
い
の
で
す
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、
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傷
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故
は
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去
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少
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成
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農
作
業
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故
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数
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二
、
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海
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農
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速
屯
マ
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ク
装
杵
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
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を
作
り
ま
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中
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い
く
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装
杵
試

験
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ｒ
図
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大
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さ
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も
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ト
で
Ⅲ
定
す
る
も
の
が
望
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て
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こ
の
マ
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材
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鮒
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室
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中
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津
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取
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一
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三
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Ｌ
ハ
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川
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度
の
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。

、
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三
～
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を
、
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化
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別
に
炎
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の
が
Ｎ
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す
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滞
介
内
の
嚇
故
が
、
立
ち
ま
す
。
搾

乳
巾
や
牛
の
移
動
時
に
、
手
術
や
足
に
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ガ
を
し
て
い
る
例
が
多
く
繩
絆
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れ
て
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す
。
倣
れ
て
い
る
作
業
で
も
油
断
せ
ず
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安
令
作
業
を
心
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て
く
だ
さ
い
。

｛
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月
は
血
勝
叩
敗
を
梯
し
く
紐
小
Ⅱ
し
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す
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若かＩ)し頃の写真提供者.｡)'１村清身さんです。

今から39年程前の昭和38年頃に撮影しました｡あの頃は飼育
している牛の頭数も少なかったのでご覧のように－頭ずつ

､外に徴しては、ちょうど搾る下に集乳缶を置いて、台に座っ

て手搾りで搾乳しました。一見のどかに見えますが《これが

けつこうきつい作業でしたね｡集乳缶は近くの集乳所へ持つ・
ていきました。当時はほとんどが手作業亡今とは比べよう

がなく、時代の流れの速さを感じさせる一枚の写真です。．
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